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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 場合によっては高吸収性ヒドロゲル材料を含む繊維材料からなる、液体を収容する吸収
層を備えた授乳パッドにおいて、吸収層が付加的に０．２～１ｇのキトサン及び１～５ｇ
の綿を含み、吸収層内におけるキトサンの質量％の割合が５～２５％である授乳パッド。
【請求項２】
 吸収層が１．５～２．５ｇの綿と、０．５～１．５ｇの高吸収性ポリマー材料を含んで
いることを特徴とする請求項１記載の授乳パッド。
【請求項３】
 使用時に体と反対側に位置する外側層が疎水性フリース材の形あるいはフィルムの形ま
たはフリースとフィルムの積層体の形をしていることを特徴とする請求項１又は２に記載
の授乳パッド。
【請求項４】
 使用時に体寄りに位置する液体を通す層が、ビスコースまたはビスコース／ポリエステ
ルからなっていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の授乳パッド。
【請求項５】
 授乳パッドが完全に生物学的に分解可能な材料だけによって形成されていることを特徴
とする請求項１～４のいずれか一つに記載の授乳パッド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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本発明は、液体を収容する吸収層を備え、この吸収層が一般的に繊維材料によって形成さ
れ、場合によっては液体を収容および凝固させるための高吸収性ヒドロゲル材料を備える
ことができる、授乳パッドに関する。このような授乳パッドは例えばヨーロッパ特許出願
公開第０６９８３８５号公報に記載されている。
【０００２】
授乳パッドは、母親が授乳する際に、授乳の間に滴下する母乳を収容し、これによって衣
服が汚れないようにする。従って、授乳パッドは隔離部材としての役目を果たす。授乳パ
ッドは更に、通常は皮膚親和性で軟らかく感じられる体寄りの内面を備えている。それに
よって、授乳によって酷使される胸上の衣服によって引き起こされるような皮膚刺激が生
じない。
【０００３】
母乳は２～８質量％、平均で４．５％の割合の脂肪を含んでいる。授乳パッドに通常挿入
される材料、すなわちセルロースや場合によっては高吸収性ヒドロゲル材料をベースとし
た繊維材料は、滴下する母乳の水っぽい部分だけを吸収する。脂肪は吸収されない。これ
は、脂肪が吸収性材料の表面に付着することを意味する。これによって、液体収容のため
に供される作用表面が小さくなり、吸収プロセスの有効性が損なわれるかまたは低下する
。これにより、或る時間経過後および滴下する母乳に依存して、母乳をもはや効果的に吸
収できなくなり、母乳が漏れることになる。
【０００４】
これから出発して、本発明の根底をなす課題は、上記の欠点を克服することができ、供さ
れる授乳パッドの液体収容能力を良好に利用することができるように、冒頭に述べた種類
の授乳パッドを改良することである。
【０００５】
この課題は、上記の種類の授乳パッドにおいて、本発明に従い、付加的にキトサンを含ん
でいることによって解決される。
【０００６】
キトサンは天然の素材であり、しかもキチン、すなわち甲殻類の殻から、特に脱アセチル
化によって得られる生体高分子である。キトサンは粉末の形または繊維の形に製造可能で
あり、そして授乳パッドに入れられる。
【０００７】
キトサンを効果的な脂肪吸収体として使用することは公知である（D.Henrichs著のハンド
ブック“栄養素および生命物質”MZ出版社) 。更に、キトサン誘導体を計り知れないほど
多様に製造し、例えば重金属の吸収材として使用することが公知である。これは特開昭６
１－１３３１４３号公報に記載されている。
【０００８】
ドイツ連邦共和国特許出願公開第４３１８０９４号公報は、衛生用品に高吸収性媒体とし
て、酸で変換されたキトサンを使用することを教示している。尿の吸収能力が教示の中心
となっている。
【０００９】
キトサンが自然の生体高分子として自然に分解可能であると特に有利である。授乳パッド
の残りの成分が使用時に体と反対側の外側層の形に形成され、使用時に体寄りの層が生物
学的に分解可能な材料として形成されると、授乳パッドは肥料化可能な製品として販売可
能である。体寄りの液体を通す層のために、特にビスコースフリース材料が選択され、外
側層のためにビスコース、ＰＶＡ（ポリビニルアルコール）、ポリエステルアミド、澱粉
コポリエステル、澱粉／ポリカプロラクタム混合物、ポリヒドロキシ酪酸（ＰＨＢ）とポ
リヒドロキシバレリアン酸（ＰＬＡ）からなる共重合体をベースとしたフィルムが選択さ
れる。外側層は疎水性フリース材料、例えばポリプロピレンであってもよい。
【００１０】
　キトサンは体寄りの層内に、すなわち体に直接接触させて配置してもよい。キトサンを
固有の吸収層内に配置すると有利であることが判った。この吸収層は好ましくはセルロー
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スをベースとして製造された１～５ｇ、特に２～４ｇの綿によって形成される。吸収層は
高吸収性のポリマー材料を含んでいてもよい。このような場合、吸収層は好ましくは１．
５～２．５ｇの綿と０．５～１．５ｇの高吸収性ポリマー材料によって形成される。
【００１１】
授乳パッドあたり０．２～１ｇのキトサンが使用されると有利であることおよび充分であ
ることが判った。
【００１２】
吸収層内のキトサンの質量％は好ましくは５～２５％である。
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